
鶴
岡
市
議
会
９
月
定
例

会
は
５
日
開
会
、

日
閉

28

会
し
ま
し
た
。

市
長
提
案
の
平
成

年
29

度
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
、
病
院

・
水
道
・
下
水
道
事
業
会

計
の
決
算
の
認
定
、
平
成

年
度
一
般
会
計
補
正
予

30算
、
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
、
下
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
、
最
終
日

に
追
加
提
案
さ
れ
た
豪
雨

災
害
対
策
の
一
般
会
計
補

正
予
算
な
ど

議
案
が
認

22

定
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

年
度
決
算
の
認
定
、

29共
産
党
と
無
所
属
が

反
対日

本
共
産
党
市
議
団

は
、

年
度
決
算
の
う
ち

29

一
般
会
計
及
び
国
保
・
介

護
・
後
期
高
齢
者
医
療
の

３
特
別
会
計
、
水
道
・
下

水
道
の
２
事
業
会
計
の
認

定
に
反
対
し
ま
し
た
。

決
算
議
案
に
、
決
算
特

別
委
員
会
で
菅
井
巌
議
員

が
、
本
会
議
で
加
藤
鉱
一

議
員
が
反
対
討
論
を
行
い

ま
し
た
。

条
例
で
は
、
市
立
保
育

園
の
指
定
管
理
に
つ
い

て
、
羽
黒
地
域
の
大
東
保

育
園
と
い
ず
み
保
育
園
の

委
託
、
民
営
化
に
反
対
。

坂
本
昌
栄
議
員
が
反
対
討

論
を
行
い
ま
し
た
。

坂
本
昌
栄
議
員
は
「
少

子
化
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、

子
ど
も
を
健
や
か
に
育
成

す
る
責
任
と
、
質
の
高
い

保
育
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
、
行
革
の
見
直
し
を

求
め
、
指
定
管
理
に
賛
成

で
き
な
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。ま

た
、
議
員
提
案
議
案

の
「
鶴
岡
市
議
会
議
員
政

治
倫
理
条
例
」
が
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

「
教
室
エ
ア
コ
ン
設
置
」

新
政
ク
も
賛
成
し
採
択

請
願
で
は
、
「
市
内
公

立
小
・
中
学
校
の
普
通
教

室
及
び
特
別
支
援
教
室
に

『
エ
ア
コ
ン
設
置
』
を
求

め
る
請
願
」
（
新
日
本
婦

人
の
会
鶴
岡
支
部
）
が
、

新
政
ク
ラ
ブ
を
含
め
賛
成

多
数
で
採
択
。
長
谷
川
剛

議
員
が
賛
成
討
論
を
行
い

ま
し
た
。

会
派
で
反
対
し
た
の
は

市
民
ク
ラ
ブ
だ
け
で
、
今

野
美
奈
子
議
員
が
反
対
討

論
で
「
本
議
会
で
市
長
が

エ
ア
コ
ン
設
置
を
国
に
要

望
す
る
な
ど
前
向
き
に
進

め
る
と
答
弁
し
て
い
る
」

「
今
こ
の
時
期
に
請
願
を

提
出
す
る
こ
と
に
大
き
な

意
味
は
な
い
」
「
早
急
に

設
置
す
れ
ば
市
の
予
算
編

成
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
」
と
述
べ
、
市
民
の
意

思
表
明
権
を
切
り
捨
て
、

「
早
急
な
」
エ
ア
コ
ン
設

置
に
反
対
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
で
長
谷
川
剛

議
員
は
、
今
夏
の
連
続
し

た
暑
さ
に
触
れ
、
「
子
ど

も
達
が
適
度
な
室
温
で
勉

強
で
き
る
よ
う
一
刻
も
早

く
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

採
択
さ
れ
た
請
願
は
執

行
機
関
に
送
付
し
、
そ
の

処
理
と
結
果
の
報
告
を
請

求
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

「
最
賃
改
善
」
共
産
党

と
無
所
属
だ
け
が
賛
成

「
最
低
賃
金
の
改
善
と

中
小
企
業
支
援
の
拡
充
を

求
め
る
意
見
書
の
採
択
を

求
め
る
請
願
」
（
鶴
岡
田

川
地
域
労
連
・
県
労
連
）

は
、賛
成
少
数
で
不
採
択
。

山
田
守
議
員
が
賛
成
討
論

を
行
い
ま
し
た
。

反
対
討
論
で
阿
部
寛
議

員
は
「
急
激
な
変
化
は
企

業
の
経
営
不
振
に
つ
な
が

る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）
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１０月１日、合併してから１３年目の鶴岡市市制施行記念

式典が開かれ、７期２６年間市議を務めた日本共産党前

鶴岡市議団長の加藤太一氏が市政功労者として表彰さ

れました。

2018年9月議会　会派で賛否が分かれた議案　（○賛成　●反対） ※＝棄権（退席）
日本共産党 無所属 市民クラブ 政友公明 新政クラブ
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29年度鶴岡市一般会計決算、国民健康保険・

介護保険・後期高齢者医療保険の３特別会計
、水道及び下水道の２事業会計決算の認定

●●●●●●●○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
議

市内公立小中学校の教室に「エアコン設置」

を求める請願
○○○○○○○●● ●●○○○○○○○○○○○○○○○○○○○●

最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求

める意見書の請願
○○○○○○○●● ●●●●※●●●●●●●●●●●●●●●●● 長

荘内病院の一部の保険外医療費（ＣＤを買い

取る金額）が、日本海病院と比べて著しく高い
ため減額を要望する請願

○○○○○○●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

羽黒地域の大東保育園といずみ保育園の指

定管理
●●●●●●○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○



（
１
面
の
つ
づ
き
）

山
田
守
議
員
は
「
中
小

企
業
に
対
す
る
賃
金
支
援

策
、
社
会
保
険
料
の
減
免

な
ど
、
本
格
的
な
支
援
を

行
い
、
最
低
賃
金
の
地
域

格
差
を
な
く
し
、
地
域
経

済
を
活
性
化
す
る
こ
と
が

な
に
よ
り
も
求
め
ら
れ
て

い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

「
病
院
Ｃ
Ｄ
買
い
取
り
減

額
」
賛
成
少
数
不
採
択

「
荘
内
病
院

保
険
外

医
療
費
の
減
額
に
関
す
る

請
願
」
は
、
賛
成
少
数
で

不
採
択
。
賛
成
討
論
で
加

藤
鉱
一
議
員
は
、
願
意
妥

当
と
す
る
「
趣
旨
採
択
」
、

も
し
く
は
請
願
項
目
の
１

項
目
の
み
の
「
一
部
採
択
」

が
適
当
と
述
べ
ま
し
た
。

請
願
は
庄
内
病
院
で
Ｍ

Ｒ
Ｉ
や
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
検
査

を
受
け
て
そ
の
画
像
デ
ー

タ
が
入
っ
た
Ｃ
Ｄ
を
買
い

取
る
場
合
、
１
枚
税
込
で

１
６
２
０
円
、
こ
れ
に
対

し
て
日
本
海
病
院
と
県
立

病
院
は
同

円
で
、
大
き

80

な
違
い
が
あ
る
と
訴
え
て

い
ま
し
た
。

「
種
子
法
廃
止
に
伴
う

対
策
」
全
会
一
致
、初
の

請
願
者
発
言
許
可

６
月
議
会
で
継
続
審
査

と
な
っ
て
い
た
「
種
子
法

廃
止
に
伴
う
万
全
の
対
策

を
求
め
る
請
願
」
（
庄
内

農
民
連
）
は
、
全
会
一
致

で
採
択
。
請
願
者
の
庄
内

農
民
連
の
発
言
が
、
市
議

会
常
任
委
員
会
の
請
願
審

査
で
初
め
て
許
可
さ
れ
ま

し
た
。

共
産
党
提
案
「
保
育
士

の
処
遇
改
善
」
意
見
書

全
会
一
致

意
見
書
で
は
、
共
産
党

市
議
団
が
提
案
し
た
「
保

育
士
の
処
遇
改
善
に
関
す

る
意
見
書
」
が
、
全
会
一

致
で
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

藤島庁舎産業建設課入札結果（ ）内は予定価格
9月27日入札分

・平成28年災33-102大揚井堰頭首工災害復旧工事
中止

建築課入札結果（ ）内は予定価格
9月27日入札分

・旧田川コミセン解体・駐車場整備工事（田川字中川原6-1ほか）（入札16業者）
(株)マルゴ 68,000,000円（69,120,000円）工期～31/1/31（落札率98.38％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
9月26日入札分

・暮坪地内暮坪橋径100粍配水管移設工事（入札2業者うち1業者辞退）
松田工業(株) 2,900,000円（2,910,000円）工期～31/3/28（落札率99.66％）

荘内病院入札結果（ ）内は予定価格
9月19日入札分

・平成30年度市立湯田川温泉ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院大規模改修工事（病棟冷暖房設
備更新工事）（入札4業者うち2業者辞退）
荘和設備工業(株) 19,500,000円（24,420,000円）工期～31/2/18（落札率79.85％）

9月12日入札分
・平成30年度市立湯田川温泉ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院大規模改修工事（ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ室
拡張工事）（入札16業者うち1業者辞退）
菅原建設(株) 87,800,000円（88,750,000円）工期～31/3/20（落札率98.93％）
・平成30年度市立湯田川温泉ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院大規模改修工事（病棟患者食堂
拡張工事)(債務負担行為)（入札16業者うち1業者辞退）
(株)佐藤組 70,000,000円（70,670,000円）工期～31/7/5（落札率99.05％）

9月6日入札分
・市立荘内病院７階東入院棟ベッドパンウォッシャー設置工事
不調

5月17日入札分
・平成30年度市立湯田川温泉ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院大規模改修工事（拡張工事設計
業務委託）（入札10業者）
(株)アーキング設計事務所 11,900,000円（12,233,000円）工期～7/31（落札率97.28％）

偲
ぶ
会
（
実
行
委

員
長
＝
本
間
和
也

党
県
委
員
長
）
が

９
月

日
開
か

24

れ
、
須
藤
氏
の
議

席
を
引
き
継
い
だ

紙
智
子
参
院
議
員

や
高
橋
ち
づ
子
衆

院
議
員
ら
が
駆
け

付
け
ま
し
た
。

ま
た
、
故
人
に

ゆ
か
り
の
あ
る
総

勢
２
０
０
人
が
参

加
し
、
詩
の
朗
読

や
尺
八
の
献
奏
な

ど
で
故
人
の
功
績

を
称
え
偲
び
ま
し

た
。

閉会後、須藤氏の遺影を囲んで記念撮影する偲ぶ会の参加者

８
月
に
死
去
し
た
故
須

藤
美
也
子
元
参
院
議
員
の

庄
内
産
直
セ
ン
タ
ー

（
渡
部
正
一
組
合
長
理
事
）

と
、
横
浜
市
戸
塚
区
の
小

雀
み
ど
り
保
育
園
・
戸
塚

み
ど
り
保
育
園
の
稲
刈
り

交
流
会
が
９
月

日
、
人

29

と
環
境
に
や
さ
し
い
農
業

実
践
者
の
会
の
会
員
で
あ

る
羽
黒
町
の
庄
司
渡
さ
ん

の
田
ん
ぼ
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

回
目
と
な
る
交
流

21

会
に
は
年
長
園
児

人
、

27

卒
園
し
た
小
・
中
学
生
19

人
、
保
護
者
・
保
育
士
16

人
の
計

人
と
庄
内
産
直

62

セ
ン
タ
ー
の
組
合
員
農
家

が
参
加
し
、
生
産
者
と
園

児
が
ペ
ア
に
な
り
稲
刈
り

を
行
い
ま
し
た
。

組
合
員
と
し
て
菅
井
巌

市
議
が
参
加
し
ま
し
た
。

原
水
爆
禁
止
２
０
１
８

年
世
界
大
会
報
告
会
が
９

月

日
、
酒
田
市
文
化
セ

25
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
庄
内

か
ら
参
加
し
た
７
人
の
代

表
団
が
報
告
し
ま
し
た
。

東
北
公
益
文
科
大
学
２

年
の
Ｇ
さ
ん
は
、
「
広
島

に
行
っ
た
こ
と
が
な
く
、

戦
争
は
授
業
の
中
で
の

み
。
戦
争
を
よ
り
具
体
的

に
現
実
的
に
学
べ
た
。
戦

争
は
と
て
も
つ
ら
く
苦
し

い
も
の
だ
が
、
被
爆
者
の

方
が
私
た
ち
の
た
め
に
話

し
て
く
れ
た
の
は
、
後
世

に
被
爆
者
を
作
ら
せ
た
く

な
い
か
ら
。
私
た
ち
は
、

語
り
継
い
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
実
感
し

た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

同
じ
く
東
北
公
益
文
科

大
学
２
年
の
Ｓ
さ
ん
は
、

「
学
校
の
授
業
で
習
っ
た

程
度
で
、
教
科
書
で
も
悲

惨
な
写
真
を
見
な
い
よ
う

に
し
て
い
た
。
広
島
に
行

き
、
過
去
の
あ
や
ま
ち
を

知
る
こ
と
が
出
来
た
。
学

生
同
士
で
意
見
交
換
し
た

が
、
今
ま
で
の
自
分
の
生

活
を
改
め
て
考
え
る
き
っ

か
け
に
。
ニ
ュ
ー
ス
を
見

て
終
わ
っ
て
い
る
の
で
は

な
く
、
政
治
に
つ
い
て
知

る
こ
と
は
、
現
代
社
会
を

生
き
て
い
く
自
分
た
ち
の

使
命
な
ん
だ
と
感
じ
た
」

と
語
り
ま
し
た
。


